
資料１  

放課後児童クラブの基準に対する

札幌市の考え方 
 
 

 

 

 

 

 

  

      



従事する者・員数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○従事する者は児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第 38 条第２項各号のいずれかに該当する者とする。  

○知識・技能を習得するための研修を受講した者とする。  

○全員には資格を求めない。  

○２人以上配置を原則とし、うち１人以上は有資格者とする。  

○小規模のクラブ（20 人未満）については、併設する施設の職員等が兼務可能な場合、１人でも可とする。  

札幌市の考え方 

 

 

○家庭支援の役割も今後多くなってくることなどから、研修には格別な配慮が必要である。  

○指導員の研修において、障がい児に対する知識や技能の習得も重視してほしい。  

○２人とも有資格者とする必要がある。  

○児童おおむね 15 人以内に対して１名の職員配置が望ましい。  

○民間児童育成会の助成金が指導員体制の確保につながる仕組みをつくってほしい。  

○民間児童育成会に対する助成金の見直しも含め指導員を専門職と認めてほしい  

【追加意見】  

●児童クラブは低学年までが大変多く、民間児童育成会は学年の児童数にそれほど隔たりがない状況であるが、今後

は、高学年保育の必要性とそれに伴う指導員研修が大切となってくる。  

【保護者アンケート】  

☆利用理由について、「信頼できる指導員がいる」は児童クラブ 29.5％（第３位）、民間児童育成会 42％（第２位）  

☆児童クラブに望むことについて、「スタッフ体制の充実」は 12％（第９位）、「スタッフのきめ細かな対応」は 12.5％

（第７位）  

前回までの意見 



集団の規模・施設・設備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○児童の集団の規模はおおむね 40 人までとする。  

○児童数の考え方については出席率等も勘案し、実際の利用状況に即した数で捉える。  

○児童数が 40 人を超えるクラブについては、分割が困難な場合、１つのクラブの中で複数の児童の集団に分ける。  

○児童クラブの専用スペースは、児童会館のクラブ室及び遊戯室等、ミニ児童会館の活動室及び常時利用できる学校

の多目的室等とし、児童クラブ員以外の利用も妨げない。  

○専用スペースは児童１人当たりおおむね 1.65 ㎡以上を確保する。  

○児童の安全、健康、衛生面に配慮しつつ、各クラブの実情に応じた静養スペースを設ける。  

札幌市の考え方 

 

 

○ミニ児童会館に関しては１クラス 25 名以内が望ましい。  

○児童会館の遊戯室や図書室は居室に当たらず、ミニ児童会館の事務スペースは施設面積から除外すべきである。  

○施設面積は将来の児童数の動向も調査し決定すべきであり、増築などの方向も考えるべきである。  

○民間児童育成会の施設確保は、貸し渋りや家賃、立地条件などの問題があり大変である。  

○学校長の判断になるが、体育館やグラウンド、プールなど使用可能である。  

【保護者アンケート】  

☆施設の現状について、「十分な広さがある」と「ある程度の広さはある」は児童クラブ 60.5％、民間児童育成会 33％  

☆定員制の導入について、「施設の状況に応じた定員」は児童クラブ 60.7％、民間児童育成会 67.9％  

☆児童クラブに望むことについて、「施設の拡充」は 17.6％（第４位）  

前回までの意見 



日数・時間・その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○開設日数は年間 250 日以上とする。  

○開設時間は平日につき１日３時間以上、休日につき１日８時間以上とする。  

○「非常災害対策」、「保護者、小学校等との連携等」、「事故発生時の対応」等を規定する。  

札幌市の考え方 

 

 

○市内に数か所祝祭日も開設している児童クラブを設置してほしい。  

○学校・地域・保育園・幼稚園等との情報共有を一層深める必要がある。  

○学校と児童会館は連携強化を図りつつある。  

○障がい児の対応について、保育所、幼稚園、学校との連携が児童会館等にも広がることが必要である。  

○保護者のためだけでなく、子どものための児童クラブとなってほしい。  

○一般来館や中高校生の利用に対する考え方も含めて整理すべきである。  

○これまで同様に児童クラブは無料とすべきである。  

【保護者アンケート】  

☆母親の就労状況について、児童クラブは「パート・アルバイト職員」46.6％、民間児童育成会は「正規職員」63.5％  

☆利用日数について、児童クラブは「週２～４日」45.3％、民間児童育成会は「週５日」52.7％  

☆開設時間について、「適切である」は児童クラブ 93.1％、民間児童育成会 90.2％  

☆満足度について、「大変満足している」と「ある程度満足している」は児童クラブ 91.2％、民間児童育成会 87.3％  

☆児童クラブに望むことについて、第１位「学習に関する取組の充実」、第２位「体力づくりの充実」  

前回までの意見 


